
JP 2018-22334 A5 2019.9.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和1年9月5日(2019.9.5)

【公開番号】特開2018-22334(P2018-22334A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2016-152983(P2016-152983)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ  19/00     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    3/00     ７６０　
   Ａ６１Ｂ    5/00     　　　Ｇ
   Ｇ０６Ｔ   19/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月26日(2019.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像を変形させて第２の画像に位置合わせするための、第１の解像度の第１の変
位ベクトル場を取得する取得手段と、
　前記第１の解像度の前記第１の変位ベクトル場と、前記第１の解像度とは異なる解像度
の第２の変位ベクトル場との変位量の誤差に基づいて、第２の解像度を決定する決定手段
と、
　前記決定手段により決定された前記第２の解像度で第３の変位ベクトル場を生成する生
成手段と
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２の解像度で生成された前記第３の変位ベクトル場を保存する保存手段をさらに
有する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、変形モデルを用いて、前記第１の解像度の前記第１の変位ベクトル場
を取得する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第１の画像および前記第２の画像は、それぞれ異なる撮像条件で被検体を撮像して
得られた画像である
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記撮像条件は、撮像のモダリティである
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
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　前記第１の画像および前記第２の画像を取得する画像取得手段と、
　前記第２の解像度の前記第３の変位ベクトル場を用いて前記第１の画像を変形させた変
形画像を生成し、該変形画像と前記第２の画像の差分画像を生成する変形画像生成手段と
、
をさらに有することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項７】
　前記第１の画像、または、被検体の位置および姿勢が前記第１の画像と略同一である第
３の画像を取得する画像取得手段と、
　前記第２の解像度の前記第３の変位ベクトル場を用いて、前記第１の画像または前記第
３の画像を変形させた変形画像を生成する変形画像生成手段と、
をさらに有することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項８】
　前記第１の画像と被検体が同一で異なる位置姿勢を有する第３の画像とを取得する画像
取得手段と、
　前記第３の画像を変形させて第１の画像に位置合わせした変形画像を生成し、前記第３
の画像を変形させた変形画像を、前記第２の解像度の前記第３の変位ベクトル場を用いて
さらに変形させる変形画像生成手段と、
をさらに有することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項９】
　前記決定手段は、前記第１の解像度の前記第１の変位ベクトル場による変位量と、前記
第１の解像度よりも低減された解像度の前記第２の変位ベクトル場による変位量の誤差が
、所定の許容量以内である場合、前記第１の解像度よりも低減された解像度を前記第２の
解像度として決定する
ことを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記決定手段は、
　前記第１の解像度の前記第１の変位ベクトル場に含まれる複数のボクセルをサンプリン
グすることで、前記第１の解像度よりも低減された解像度の前記第２の変位ベクトル場を
取得し、
　前記サンプリングされた各ボクセルにおいて、前記第１の解像度の前記第１の変位ベク
トル場による第１の変位量と、前記第１の解像度よりも低減された解像度の前記第２の変
位ベクトル場による第２の変位量を取得して、前記第１の変位量と前記第２の変位量の差
分を取得し、
　前記サンプリングされた各ボクセルにおける前記差分を加算した値を前記所定の許容量
と比較する
ことを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記決定手段は、前記第１の画像に前記第１の変位ベクトル場の前記第１の解像度およ
び前記第２の解像度のそれぞれを適用して得られる変形画像を比較することで、前記所定
の許容量を取得する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　変形の複雑度が大きい局所領域を取得する局所領域取得手段をさらに有し、
　前記決定手段は、前記局所領域の情報に基づいて前記第３の変位ベクトル場の前記第２
の解像度を決定する
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
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　前記第３の変位ベクトル場は、異なる解像度を持つ複数の変位ベクトル場から構成され
るものであり、前記第３の変位ベクトル場の各ボクセルについて、前記複数の変位ベクト
ル場のいずれを適用するかが設定されている
ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　変形モデルを用いて、第１の画像を変形させて第２の画像に位置合わせするための第１
の変位ベクトル場を取得する取得手段と、
　前記第１の変位ベクトル場と、前記第１の変位ベクトル場とはサンプリング間隔が異な
る第２の前記変位ベクトル場との変位量の誤差に基づいて、前記サンプリング間隔を決定
する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記サンプリング間隔で第３の変位ベクトル場を生成す
る生成手段と
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
　前記第３の変位ベクトル場を保存する保存手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１４に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　第１の画像を変形させて第２の画像に位置合わせするための、第１の解像度の変位ベク
トル場を取得する取得ステップと、
　前記第１の解像度の前記変位ベクトル場と、前記第１の解像度とは異なる解像度の前記
変位ベクトル場との変位量の誤差に基づいて、第２の解像度を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップにより決定された前記第２の解像度で前記変位ベクトル場を生成する
生成ステップと
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
　前記生成ステップにより前記第２の解像度で生成された前記変位ベクトル場を保存する
保存ステップをさらに有する
ことを特徴とする請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項１８】
　変形モデルを用いて、第１の画像を変形させて第２の画像に位置合わせするための第１
の変位ベクトル場を取得する取得ステップと、
　前記第１の変位ベクトル場と、サンプリング間隔が前記第１の変位ベクトル場とは異な
る第２の変位ベクトル場との変位量の誤差に基づいて、サンプリング間隔を決定する決定
ステップと、
　前記決定ステップにより決定された前記サンプリング間隔で第３の変位ベクトル場を生
成する生成ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１９】
　前記第３の変位ベクトル場を保存する保存ステップをさらに有する
ことを特徴とする請求項１８に記載の画像処理方法。
【請求項２０】
　請求項１６ないし１９のいずれか１項に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させ
るためのプログラム。
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